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７月 22 日（土）、新潟大学教育学部におい

て、新潟の教育について考える「にいがた教

育フォーラム 2017 in July」を開催し、シン

ポジウムと８つのラウンドテーブルを以下の

日程で行い、県内の教員ら 120 人の参加を得

て活発な議論が展開されました。 

  

 

 

 

 

開会の挨拶  

 

新潟大学学長 高橋 姿 

 

「にいがた教育フォーラム 2017 in July｣

のタイトルを見た時、そこには、年に何度か

そして次の年も開催していこうという教職大

学院の先生方の熱い気持ちを感じました。皆

様も熱い気持ちをもって、参加しているのだ

ろうと思います。ありがとうございます。 

大学の社会貢献とは、従前は、優秀できち

んとした学生を社会に送り出すことでした。

それは、今も変わりません。そのことに加え

て、現在は、大学の力をダイレクトに社会に

向けて直接還元すること、そして社会の様々

なニーズや叡智を学内に持ち込むことが求め

られています。大学での学びが大学内にとど

まらず、シームレスとは言わないまでも、社

会と密接につながった状態で貢献することが

重要です。 

大学教育に携わる一人一人が、大学での学

びを社会に開かれたものにしていくこと、社

会のニーズに応え貢献できる人材を育成しよ

うという気持ちを強く持つことが、教職大学

院のみならず、本学の教員養成課程全体のパ

ワーアップにつながると考えています。 

本日は、協力校の先生方やご参加の皆様の

ご意見を伺いながら、社会に開かれた教育課

程などの今日的な課題を一緒に考えていく場

となることを強く祈念いたします。 

 

 

 

 

 

にいがた教育フォーラム 2017 in July 

全体会・シンポジウム 13:20～15:00 

13:20 開会の挨拶 

13:30 シンポジウム 
全体進行  宮薗 衛（教職大学院） 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 雲尾 周（教職大学院） 

話題提供  兵藤清一 (教職大学院） 

シンポジスト 

 小見まいこ 

（NPO 法人みらいず works 代表理事） 

 山岸 則子 

（地域教育コーディネーター） 

 田邊 裕一 

（新潟市立亀田小学校長） 

15:00 全体会終了 

ラウンドテーブル 15:20～16:50  

分科会 ラウンドテーブルのテーマ 
第１会場 

教育課程編成 
「これからの教育課程」の在り方 

第２会場 

授業づくり 
教科の本質に迫る学習課題の探究 

第３会場 

教育相談 

いじめ・不登校のサイン見逃しが

繰り返される背景 
第４会場 

特別支援 
学習参加が難しい子どもへの支援 

第５会場 

学年･学級経営 

教師と子ども、子どもと子どもの

関係づくり 

第６会場 

学校経営 

教師の協働性を高めるチーム学校

の体制づくり 

第７会場 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ教育 

グローバル化の進展に対応した 

教育活動 
第８会場 

特設 地域 
家庭・地域と子どもの育ち 

16:50 分科会終了 

第５号 
2017.10.1  

Since2016 

教職大学院 News Letter 

協創 にいがた教育フォーラム

2017 in July 特集 



 

 

2 
 

教 職 大 学 院 News Letter  「 協 創 」  第 ５ 号
2017.10.１ 

 

 

 

 

専攻長挨拶 

 

教育実践開発専攻長 

小久保 美子 

 

実は、昨年のこの会は、「中間報告会」と

いう名称でした。それを「教育フォーラム」

としたのは、教職大学院の設置理念に基づい

ています。すなわち、教職大学院での学びを

学校現場の先生方をはじめ、関係の皆様に開

き、新潟県、新潟市の明日からの教育に貢献

する機会と場にしたいという願いによりま

す。 

私たちは、様々なしがらみの中で、本当の

気持ちをなかなか言うことができないのでは

ないでしょうか。このフォーラムの場では、

年齢・役割・立場を越えて本当の思いや悩

み、考えを語り合っていただければと思いま

す。 

先般、日野原重明先生がお亡くなりになり

ました。私は先生から生き方を学ぶ者の一人

でしたが、印象に残っている言葉の一つに

「時間の使い方は命の使い方である」という

ものがあります。本日、いろいろな時間の使

い方がある中で、当フォーラムを選び、貴重

な時間を私たちと共に過ごすためにご参集く

ださいましたことに、心より敬意を表し、感

謝申し上げます。いらしていただいたすべて

の皆様にとって、これからの時間が本音を語

り合える実りあるものとなりますよう、私た

ちスタッフ一同精一杯努めて参ります。本日

は、どうぞよろしくお願いいたします。 

上：シンポジウム会場 

下：ラウンドテーブル会場  

 

 

シンポジウム 

「社会に開かれた教育課程の実現に向けて」 

 

話題提供 

 

新潟大学教職大学院 

兵藤 清一  

 

話題提供の視点１：なぜ「社会に開かれた教

育課程」が求められているのか 

 今回の学習指導要領の改訂に関わる中央教

育審議会答申（平成 28 年 12 月 21 日）は、

2030 年以降の社会を見据えて、学校教育が果

たすべき役割を示そうとしています。 

その中で、我が国は、急速な技術革新によ

る職業環境の劇的変化、超少子高齢化による

人口減少社会、グローバル化の進展による国

際的な存在感の低下等、急激な社会の変化へ

の対応が喫緊の課題となっています。 

このような状況を踏まえ、学校は、社会の

変化に目を向け、その変化を柔軟に受け止め

教育課程を介して社会（地域）とつながり、

子どもたちに未来（持続可能な社会）を創り

出す力（資質・能力）を育成することが求め

られています。そのために、「社会に開かれ

た教育課程」が、目指すべき理念として位置

付けられました。 

話題提供の視点２：どのように「社会に開か

れた教育課程」を実現していくのか  

 上記の答申では、実現に向けた体系的な取

組の視点として以下の３つが示されました。 

○社会（地域）との目標の共有化の視点 

○求められる（育成を目指す）資質・能力の 

明確化とその育成の視点 

○地域の人的・物的資源の活用及び社会教育 

との連携の視点 

 学校では、これらの視点から、その実態に

応じて様々な取組を工夫していくことが大切

です。その際、コミュニティ・スクール、地

域学校協働本部、チーム学校、教員の資質向

上等のキーワードが示された「学校と地域の

一体改革」に関する３答申（平成 27 年 12 月

21 日）やそれらの内容の具体化を強力に推進

するための「次世代の学校・地域」創生プラ

ン【馳プラン】等を踏まえて、「社会に開か

れた教育課程」の実現に向けた方策を考えて

いくことが重要になってきます。  
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シンポジストの主張 

熟議をしながら、 

自分ごとになる教育課程をつくる 

 

NPO 法人みらいず works 代表理事     

 小見 まいこ   

 

 みらいず works は「未来にふ

み出す学びを 子どもたちへ」を

テーマに①自分軸と社会軸が育

つキャリア教育の推進、②社会

に開かれた教育課程・学校づくりの支援、③

地域で子どもの学びを支えるネットワークの

構築という３つの事業方針を掲げ、活動して

います。 

 学校支援の中で、「社会に開かれた教育課

程をつくるのに正解はない」と実感していま

す。その学校の子どもたちや地域の課題に応

じて、教育課程は違うからです。 

 重要な視点は「自分ごと化」だと考えてい

ます。関わる一人一人が未来を見通した上で

子どもたちを取り巻く課題を自分のこととし

て捉え、目の前の子どもたちに必要な学びを

カリキュラムとしてつくるということです。 

 そのためには、熟議を積み重ね、①目的と

目標を丁寧に共有すること、②地域や子ども

の課題を正確に捉えて分かち合うこと、③ふ

りかえり学び続けること、が不可欠です。 

 オンリーワンの教育課程づくりは、子ども

たちの成長だけでなく、地域の活性化にもつ

ながる大仕事です。ぜひいろいろな方を巻き

込みながら「みんなで」つくるプロセスを大

切にしていただきたいです。 

 

地域と学校のこれからの連携・協働 

 

地域教育コーディネーター 

山岸 則子 

 

   地域教育コーディネー

ターの立場から、学校の教育

活動において地域資源を活用した取組の具体

的事例と効果を紹介しました。小学校では、

体験型安全教室に不審者役として参加した地

域住民や保護者の危機意識が高まり、子ども

たちを守る環境整備への深い学びにつながっ

ています。また、中学校では学力向上という 

 

 

学校の課題解決に向け、地域の人的資源を活

用した「うちの塾」やそこから派生した地域

の「学習サポート塾」へと活動が広がってい

ます。 

今回のテーマであった社会に開かれた教育

課程については、自分自身がシンポジストと

して参加することにより、理解が更に深まり

ました。この教育課程を推進するには、学校

はもちろんのこと、地域や保護者の理解がど

こまで深められるかが鍵になると感じます。

これからますます多様化していく社会を生き

抜く力、地域を愛する心を持った子どもたち

を育てるためには、学校と地域とがチームと

なり、それぞれが持つ課題や思いを共有して

いく必要があります。そのために、これから

も学校の思い、地域の思いをつなげる役割を

担っていきたいと思います。 

 

社会に開かれた教育課程を目指して 

 

新潟市立亀田小学校長    

 田邊 裕一   

 

 これからは「社会に開かれ

た教育課程」の実現を目指し

地域と社会、学校とで未来を見据えた取組を

進めなければなりません。しかし、学校の目

指す方向性と地域の目指す方向性のベクトル

を合わせるためには工夫が必要です。亀田小

学校では、校区中心部の人口減による商店街

等の衰退が懸念され、学校として何とか活性

化を目指せないかと考えました。学校が目指

す子どもの将来像を、「地域の伝統や文化を

しっかり学び、亀田の良さを存分に知る。そ

して、亀田の人々の生き方に共感し亀田の町

を愛する子ども」としました。 

これを地域と共有するため「亀田の子ども

を語る会」を開催し、地域や保護者の方々と

共に方向性を共有しました。さらに、この組

織を「亀っ子応援隊」に改編し、総合的な学

習や生活科における地域の学びの充実に資す

るため、授業計画作成段階から助言をいただ

けるようにしました。 

 これからも、学校は地域の一員であること

を一層意識し、学校経営に当たらなければな

らないと考えています。 
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ラウンドテーブル 第２会場 授業づくり 

「教科の本質に迫る学習課題の探究」 

 

（教育実践コース現職院生 齋藤 誠也） 
 

私たちのグループは、教

職経験年数や専門教科の違

うメンバーが集まり、日々

の授業における悩みを、そ

れぞれの話に耳を傾け共感

し合いながら、主に「質の高い学習課題」と

「かかわり」について語り合いました。 

 まず初めに私が、教職大学院での学びを基

に構想・実践・検証している授業について次

のような話をしました。 

 教職大学院で学習科学の理論を学び、子ど

もたちの学びを広げ深める協働的な学習活動

の在り方を探っています。子どもから「問

い」を引き出し、子どもの「他者との建設的

な相互作用」を生み出すことを目指している

のですが、子どもたちの他者との建設的な相

互作用、つまり、子どもたちの協働的な姿を

引き出すことに苦労しています。 

 「質の高い学習課題を設定するためには、

やはり子どもたちの問いが大切」「問いの共

有が難しい」「〇〇したいという子どもたち

の必要感や思いが引き出せない」「教師が学

習課題を与えてしまっている」「対話活動あ

りきになっている」「かかわりが目的化して

いる」といった声が参観者からありました。

そして、様々な視点からの意見交流を通して

子どもたちの自律的な学びがゴールであり、

主体があって対話が生まれ、深い学びが生ま

れるのではないかという考えに至りました。 

 子どもたち自身で問題の奥底にある「問

い」を見つけ出し、学習課題を設定し、他者

とのかかわり合いを通して学びを広げ深めて

いく。私たち教職大学院生が大学院で行って

いることがまさにこの学び方です。予測困難

なこれからの時代を生き抜く子どもたちにと

って必要であり、身に付けていくべき学び方

なのではないかと思います。 

参観者との話し合いと教職大学院での学び

が結び付き、私の目指す授業像をより鮮明に

することができました。チャレンジングな授

業実践に対するモチベーションを高めること

のできた大変有意義な時間となりました。 

 

 

ラウンドテーブル 第５会場 学校経営 

「教師の協働性を高める 

チーム学校の体制づくり」 

（学校経営コース現職院生 金田 良哉） 

 

 私から、勤務校における「情報発信」の取

組が、同僚教師や地域教育コーディネーター

との協働性を高め、様々な可能性が話し合わ

れ、チーム学校の体制づくりに向けて一歩前

進しているという話題提供をしました。 

その後、参加者それぞれがお持ちの「情報

発信」の実践事例から、校内外での様々な関

係者とのかかわりや協働性、チーム学校につ

いて話し合っていきました。 

 ホームページについては「他県からの転校

生が見て、安心して転入してきた」という事

例から、誰でも見ることができるメリットに

気づきます。ＰＴＡ広報と連携したコンテン

ツを公開している学校は、ホームページを保

護者や地域とのコミュニケーションツールと

して頻繁に更新しているというお話でした。

「持続可能な情報発信のシステム化」が課題

であり、実現できている学校では、学校の特

徴の一つとなっているとが分かりました。 

 「情報発信」ということに関して、商店街

の放送に、子どもの番組を活用している学校

がありました。商店街に人を呼ぶ効果はもち

ろん、校内放送でも活用していました。子ど

ものモチベーションが高まり、地域が子ども

の活動を知る、学校と地域とがまさにＷＩＮ

ＷＩＮとなる取組でした。この取組の過程で

は、同僚教師だけでなく、地域との協働の姿

や地域も含めたチーム学校の姿があると思い

ました。 

 「情報発信」を媒介にして、人とのかかわ

りが生まれます。「情報共有」によって新た

な試みが検討され、実現に向かいます。 

 今回のラウンドテ

ーブルにより、勤務

校での実践の価値づ

けができました。ま

た、今後の取組に、

夢が広がると思いま

した。大変ありがと

うございました。 

 
右：ラウンドテーブル 
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ｼﾘｰｽﾞ「授業」No.3 

本学教職大学院の授業について紹介します。 

 

共通必修科目 

第４領域 「学級経営の理論と実践」 
（場所 特定連携協力校 亀田小学校） 

担当：雲尾周 高橋雄一 吉澤克彦 古田島恵津子 

 

受講者は最初、学級会活動やホームルーム

実践等、一つ一つの事例紹介等がたくさんあ

るものと期待しています。確かに好事例の紹

介も多少ありますが、そうは展開しません。

１日目（各日３コマ）は全体のガイダンス的

な内容であり、受講者は教室の中で考えてい

た学級経営が、学校の目指す子ども像と密接

につながっていることを感得します。２日目 

は小学校、３日目は中学校をベースに展開し、

４日目は特別支援の視点を加味します。５日 

目のまとめで、学級経営から学年経営・異年 

齢交流、さらには地域交流も視野に入れるこ 

とができるようになっていきます。 

（雲尾 周） 

・・・院生の声・・・ 

「生きる力」を育むうえで、学級活動を充

実させることがいかに重要かを学ぶことがで

きました。 

また、子どもたちが集団の中で学ぶことの

意義を再確認することができました。私は、

学級経営とは自分自身の信念や教育観そのも

のであると、この講義を通して考えました。

私が「大切にしたいことは何なのか？」「育

てたい力とはどんな力なの

か？」を再度自分に問い直す

きっかけとなりました。 

（教育実践コース  

現職院生 大矢 有紀子） 
 

下：特定連携協力校 亀田小学校での授業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６領域 「通常学級における 

特別支援教育の実際Ⅰ」 
(場所 大学) 

担当：長澤正樹 古田島恵津子 

 

これからのインクルーシブ教育システム構

築のためには、子どもたちの多様性への対応

と教育的対応の柔軟性が求められると思いま

す。そのために、通常の学級における教育方

法としてユニバーサルデザインの考え方を導

入することが必要と考えます。どの子にもわ

かりやすく参加できる学びを追求した授業づ

くりです。さらに、読み書き障害をはじめと

する発達障害の特性理解と、特性に応じた指

導も大切です。そして、多様性に柔軟に対応

するための校内支援体制の構築も求められま

す。この授業では、このような必要要件に対

応できるための内容を準備し、講義形式だけ

ではなく話し合いによる授業案作成と実践、

省察などをふんだんに取り入れ、将来インク

ルーシブ教育システム推進役の一人として活

躍できる教員の育成をめざしております。通

級指導教室など、通常の場以外の教育につい

ては、ゲスト

ティーチャー

にも担当して

いただきまし

た。 

(長澤 正樹) 

 
上：大学講義室での授業 

・・・院生の声・・・ 

講義で、発達障害の子どもは、どのように

見えているのか、感じているのかを体験的に

学び、子どもが何に困っているのかをよく観

察し、その子の気持ちに寄り添うことが大切

だと気づかされました。 

また、通常学級にいる「気になる子」への

対応を話し合うことを通して、様々な対応を

学びました。その子の良いところを褒めるこ

とやあたたかい学級づくりなど、どの子にも

自分の居場所が感じられるよう

な支援が大切であることを学

びました。 

（教育実践コース 

学部新卒院生 小林 亜美） 
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選択科目 

 「授業における学習研究」 
(場所 大学) 

担当：一柳智紀 兵藤清一 

 

この授業では、知識基盤社会に対応して求

められる授業の在り方について、「協働」

「探究」をキーワードに考え、授業で生起す

る事実に基づいて授業を省察し、授業の課題

を見いだし，改善していく力を身につけるこ

とを目指しています。 

 具体的には、近年の教育政策の中で重視さ

れている授業の在り方や、それにかかわる研

究知見などの理論的背景を学びつつ、授業ビ

デオや記録を参照したり、実際の授業を観察

し、その記録を作成したりして、子どもの学

習の様子を丁寧に検討しています。そのよう

な検討を通して、授業における具体的な子ど

もの姿に基づきながら、「協働」「探究」と

はどのような姿なのか、なぜそれらが大切な

のか、それらを授業において実現するために

はなにが必要なのかを、まさに院生同士によ

る「協働」「探究」を通して考えることをこ

の授業では大切にしています。 

（一柳 智紀） 

・・・院生の声・・・ 

「授業における学習研究」では、「探究」

と「協働」をテーマに様々な授業実践の分析

を通して、院生一人一人が、「探究」と「協

働」に対する捉え直しを図り、互いの解釈を

交流させながら理解を深めてきました。 

また、６月と７月に院生が実践した算数科

と社会科の授業を詳細に文字におこし、授業

中の教師や児童の発言や活動を丁寧に分析し

ながら、「探究」と「協働」の具体的な姿を

見いだす活動にも取り組み、学

びを深めました。 

（教育実践コース 

現職院生 小池 誠一） 
 

【編集後記】 

協創第５号は、フォーラムの特集とシリ 

ーズ授業とで紙面を構成しました。 

学長や専攻長の挨拶にもありますように、 

教職大学院の学びや取組が、新潟の教育に 

貢献できるよう、着実に歩んでいきたいと 

決意を新たにしております。今後ともよろ 

しくお願いいたします。 （吉澤 克彦） 

 

 

 「キャリア教育の理論と実践」 
(場所 大学) 

担当：松井賢二 吉澤克彦 

 

 この授業は、松井賢二教授とともに担当し

理論と実践との往還を授業の中で実現すべく

構想しました。 

 理論面については、具体的には、松井教授 

のキャリア教育に関する基本理念や基礎理論、

歴史的背景、文献などについての講義と職業 

レディネステスト（ＶＲＴ）の演習。 

私は、学習指導要領への位置づけや最新情

報、キャリアカウンセリングなどについての 

講義や演習を段階的に行いました。 

 そのことと並行して、４名のゲストティー

チャーによるキャリア教育実践や院生の実践

発表を組み込みました。 

 授業の締めくくりでは、自分自身がどのよ

うな考えでキャリア教育を実践していくのか

を議論してまとめています。 

（吉澤 克彦） 

・・・院生の声・・・ 

 大学の先生方から、基本的な理論や指導の

手立てを学ぶとともに、外部指導者の先生方

からの特色ある実践発表から、多くの気づき

を得ることができました。 

これらの学びから激変する社会の中で自分

らしく生きていく子どもを育てていくため

に、小中高と一貫したキャリア教育を行って

いくことや、子どもの発達段階に応じたキャ

リア発達を促す教育活動の在り

方を構造化し、実践していくこ

との重要性を強く感じました。 

（学校経営コース 

現職院生 高橋 健） 

 

 
           

 

 

 

 

 

 

「にいがた教育フォーラム 2018 in March」予告 

開催日時：平成３０年３月３日（土） 

講演：「学び続ける教師」加治佐哲也 様 

（独立行政法人国立高等専門学校機構 監事） 
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